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Abstract
This study explores how the installation plan of the standardized
English proficiency tests as part of the new National Center Test for
University Admissions is recognized and evaluated by college
students. This plan attracted much attention from not only high
school students who would actually take the test but also the general
public and was discussed in newspapers and TV programs, as well as
in the Japanese Diet. The discussion entailed a wide range of topics
such as whether this plan would guarantee fairness or how the
English ability should be assessed. By developing a questionnaire of
14 items, this study examines the recognition of this plan by Japanese
learners of English and attempts to offer implications for future
discussion and direction.














































































































Questions Min. Max. M SD Skewness Kurtosis
Q 1．文部科学省が英語民間試験の導入を見送った
ことに賛成ですか？
1 6 3.96 1.24 -0.30 -0.51
Q 2．2024年度からの民間試験再導入計画に賛成で
すか？
1 6 3.32 1.17 -0.31 -0.55
Q 3．自分が受ける立場なら、民間英語試験を利用
したいと思いますか？
1 6 3.22 1.45 -0.04 -0.83
Note. N＝134．













































































































































































































































































































































































（Test of English as a Foreign Language）iBT、GTEC（Global Test of English
Communication）、TEAP（Test of English for Academic Purposes）、実用英語
検定（英検）、IELTS（International English Language Testing System）を指す。
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この質問紙は2020年から導入が検討され
ていた「民間英語試験」の利用について、
皆さんの考えを調べるための研究用に開
発されたものです。収集したデータは研
究の目的のためだけに使われ、個人情報
厳守のもと、データ処理後は破棄いたし
ます。また、回答は成績とは無関係です
ので、あまり考えすぎず、思った通りお
答えください。参加は個人の自由意志に
任されています。また、どの時点でも参
加を撤回することが出来ます。この質問
紙は14項目で構成されています。各指示
文・項目をよく読み、回答漏れがないよ
うに気をつけてください。最後に記載さ
れている同意書には、必ずどちらかに
チェックを入れてください。
Q 1．今回文部科学省は英語民間試験の
導入を見送りました。あなたはこの考
えに賛成ですか？
〇 大反対
〇 反対
〇 どちらかといえば反対
〇 どちらかといえば賛成
〇 賛成
〇 大賛成
Q 2．文部科学省は五年後の2024年から
英語の民間試験を再導入する計画です。
あなたはこの考えに賛成ですか？
〇 大反対
〇 反対
〇 どちらかといえば反対
〇 どちらかといえば賛成
〇 賛成
〇 大賛成
Q 3．もし自分が受ける立場なら、この
新制度の民間英語試験を利用したいと
思いますか？
〇 大反対
〇 反対
〇 どちらかといえば反対
〇 どちらかといえば賛成
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〇 賛成
〇 大賛成
Q 4．今回の民間試験の導入は何が一番
問題だったと思いますか？当てはまる
ものを全て選んで下さい。
□ 受験料が高い
□ 会場数が少ない
□ テストによって基準が異なる
□ 住んでいる地域で不公平感がある
□ 親の経済力が影響する
□ テストの時間が長い
□ スピーキングテストに不安を感じる
□ コンピューター操作が苦手
Q 5a．（あなたの現在の大学生活に関し
て）私の大学生活では英語を話したり
聞いたりしなければならない。
〇 全然そう思わない
〇 そう思わない
〇 あまりそう思わない
〇 どちらかといえばそう思う
〇 そう思う
〇 強くそう思う
Q 5b．特にどのような場面で英語を使
う（聞いたり・話したりする）ことが
ありますか？当てはまるものを全て選
んで下さい。
□ 英語の授業
□ ゼミなどの演習科目
□ 宿題
□ 観光客への手助け（道案内）
□ 映画を観る
□ 音楽を聞く
□ 英語のネイティブと話す
□ 英語のノンネイティブと話す
□ アルバイト
□ 英語のテストを受ける
(例TOEIC, TOEFL. IELTS)
□ 英語のニュースを聞く
□ スカイプやライン、フェイスタイム等
を使って海外の人と英語で話をする
□ TED トークを見る
□ ポッドキャストを聞く
Q 6．（あなたの考えをお聞かせくださ
い）私は英語で行われる授業を大学で
履修したい。
〇 全然そう思わない
〇 そう思わない
〇 あまりそう思わない
〇 どちらかといえばそう思う
〇 そう思う
〇 強くそう思う
Q 7．（あなたの考えをお聞かせくださ
い）英語のオーラルコミュニケーショ
ン能力（スピーキング、リスニング）
は私の将来の仕事で必要だと思う。
〇 全然そう思わない
〇 そう思わない
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〇 あまりそう思わない
〇 どちらかといえばそう思う
〇 そう思う
〇 強くそう思う
Q 8．（あなたの考えをお聞かせくださ
い）英語のオーラルコミュニケーショ
ン能力（スピーキング、リスニング）
は日本人全員に必要だと思う。
〇 全然そう思わない
〇 そう思わない
〇 あまりそう思わない
〇 どちらかといえばそう思う
〇 そう思う
〇 強くそう思う
Q 9．（あなたの考えをお聞かせくださ
い）高校では、英語のオーラルコミュ
ニケーション能力（スピーキング、リ
スニング）を伸張する授業をおこなう
べきだと思う。
〇 全然そう思わない
〇 そう思わない
〇 あまりそう思わない
〇 どちらかといえばそう思う
〇 そう思う
〇 強くそう思う
Q 10．同志社女子大学に入ってから、
英語のオーラルコミュニケーション能
力（リスニング、スピーキング）は向
上したと思う。
〇 全然そう思わない
〇 そう思わない
〇 あまりそう思わない
〇 どちらかといえばそう思う
〇 そう思う
〇 強くそう思う
Q 11．同志社女子大学の英語のクラス
は、英語オーラルコミュニケーション
能力（スピーキング、リスニング）を
向上させるのに効果的であると思う。
〇 全然そう思わない
〇 そう思わない
〇 あまりそう思わない
〇 どちらかといえばそう思う
〇 そう思う
〇 強くそう思う
Q 12．同志社女子大学で履修している
英語の授業や宿題以外に、英語のオー
ラルコミュニケーション（スピーキン
グ、リスニング）を向上させる練習を
自分でしている。
〇 全然当てはまらない
〇 当てはまらない
〇 どちらかといえば当てはまらない
〇 どちらかといえば当てはまる
〇 当てはまる
〇 よく当てはまる
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Q 13．あなたの TOEIC（合計点）の最
高得点に一番近いところを選んでくだ
さい。
〇 300
〇 400
〇 500
〇 600
〇 700
〇 800
〇 900
Q 14．私は英語のオーラルコミュニ
ケーション能力（スピーキング、リス
ニング）に自信がある。
〇 全然自信がない
〇 自信がない
〇 あまり自信がない
〇 どちらかといえば自信がある
〇 自信がある
〇 とても自信がある
氏名を記入してください。
学籍番号を記入してください。
同意書
○ この研究プロジェクトに参加するこ
とに同意する
○ この研究プロジェクトに参加するこ
とに同意しない
ご協力ありがとうございました。
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